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水
利
費
を
負
担
す
る

の
は
誰
か

―
江
戸
時
代
か
ら
続
く
知
恵

■関川水系土地改良区の位置

２
０
１
５
年
（
平
成
27
）
に
「
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
た

「
上う

わ

江え

用
水
路
」
。
江
戸
幕
府
が
成
立
す
る
前
か
ら
多
く
の
農
民
の
努

力
で
掘
り
継
が
れ
、
今
も
広
大
な
高
田
平
野
を
潤
す
重
要
な
用
水
路

で
あ
る
。
４
世
紀
以
上
に
わ
た
る
そ
の
歴
史
の
な
か
で
、
上
流
域
と
下

流
域
で
は
水
の
分
配
に
関
す
る
独
特
な
ル
ー
ル
を
設
け
て
対
立
を
避

け
る
よ
う
努
め
て
き
た
。
そ
し
て
21
世
紀
を
迎
え
、
上
流
域
と
下
流
域

に
あ
っ
た
古
来
の
取
り
決
め
は
話
し
合
い
に
よ
っ
て
見
直
さ
れ
、
後
世

に
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

【広域用水路：農村】

富
山
県

新潟県

山
形
県

福島県

佐渡

群馬県長野県

妙高市

上越市

日本海

水の文化 66号　特集　地域で受け継ぐ水遺産
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大
規
模
な
穀
倉
地
帯
を

潤
す
二
大
用
水
路

　

日
本
全
国
の
田
畑
に
は
網
の
目
の
よ

う
に
用
水
路
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
農
作

物
の
命
綱
で
あ
る
水
を
供
給
し
て
い
る
。

こ
の
灌
漑
施
設
は
、
主
要
な
も
の
だ
け

で
も
総
延
長
約
４
万
㎞
と
、
日
本
の
一

級
河
川
総
延
長
（
直
轄
管
理
区
間
）
の
４
倍

に
及
ぶ
。
そ
の
８
割
が
た
を
管
理
し
て

い
る
の
が
、
地
元
の
農
家
を
組
合
員
と

す
る
団
体
組
織
「
土
地
改
良
区
」
だ
。

　

新
潟
県
南
西
部
、
関せ
き
か
わ川
流
域
の
扇
状

地
が
広
が
る
高
田
平
野
。「
関
川
水
系
土

地
改
良
区
」
管
内
の
水
田
は
、
上
越
市

と
妙
高
市
を
ま
た
い
で
広
が
る
。
耕
地

面
積
５
７
４
６
ha
、
組
合
員
５
７
９
０

名
に
及
ぶ
大
規
模
な
穀
倉
地
帯
だ
。

　

笹
ヶ
峰
ダ
ム
と
野
尻
湖
を
水
源
と
す

る
主
要
な
二
大
用
水
路
が
「
中な
か

江え

用
水

路
」
と
「
上
江
用
水
路
」。
ダ
ム
と
湖

か
ら
放
流
さ
れ
た
水
は
、
関
川
の
上
中

流
に
あ
る
12
カ
所
の
東
北
電
力
水
力
発

電
所
を
経
由
し
て
か
ら
２
つ
の
用
水
路

に
流
れ
、
水
田
を
潤
し
て
い
る
。

「
当
管
内
の
最
大
の
特
徴
は
水
力
発
電

所
と
の
共
存
で
す
」
と
話
す
の
は
、
関

川
水
系
土
地
改
良
区
事
務
局
長
の
松
橋

聡
さ
ん
。

「
電
力
会
社
は
売
電
益
を
得
る
、
そ
し

て
農
家
は
水
源
か
ら
用
水
取
入
口
ま
で

の
間
の
分
の
維
持
管
理
費
が
か
か
り
ま

せ
ん
。
相
互
に
利
点
が
あ
り
ま
す
」

　

中
江
用
水
路
は
１
６
７
４
年
（
延
宝

２
）、
高
田
藩
の
藩
営
事
業
と
し
て
小お

栗ぐ
り

美み
ま
さ
か作

の
指
揮
の
も
と
５
年
間
で
開
削

さ
れ
た
。
一
方
で
、
水
路
延
長
約
26
㎞

上江用水路からの水を用いて穀倉地帯となった高田平野　

1931年（昭和6）7月、豪雨災害により隧道内部が崩落し、大規模
な復旧工事を実施した「川上繰穴隧道」。写真は竣工時の様子
提供：関川水系土地改良区（2枚とも）

1915年（大正4）8月、上江用水路の堤塘（土手）に大きな亀裂が
生じて通水に危険な状態となり工事を行なった「米増水路」

水利費を負担するのは誰か
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関川水系土地改良区の提供資料などをもとに編集部作成

牧
湯
の
里
深
山
荘

グ
リ
ー
ン
パ
ル
光
原
荘

第1期工事（1573～1648）
約6㎞

第2期工事（1650～1694）
約10㎞

第3期工事（1772～1781） 約10㎞

■上江用水路Map

板倉取水堰堤

上江用水記念公園

川上繰穴隧道・
川上権現社

大熊川頭首工
（サイフォン）

別所川頭首工（サイフォン）

飯田川頭首工（サイフォン）

旧石積上江用水路

三丈掘
上江北辰神社

中江用水 路
中江用水 路

上江幹線用水路

上江用水路の受益地域

関川

日本海

板倉地区

高士地区

保倉地区
 （上江用水路末端受益地）

北陸
新幹
線

上信越
自動車

道

北陸自動車道

上越JCT

上越IC

上越妙高駅

直江津駅

新潟県

長野県
妙高市 上越市

笹ヶ峰ダム

野尻湖

上江用水路

日本海

上江用水路の絵図面。右が1804年（文化元）、左
が1874年（明治7） 提供：関川水系土地改良区

■客水地区の歴史

関川水系土地改良区の提供資料をもとに編集部作成

2015年（平成27）上江用水路（客水地区制度を含む）が
「世界かんがい施設遺産」に登録

2018年（平成30）関川水系土地改良区の取り組みが
「世界水システム遺産」に登録

~1600年代 1700年代 1800年代 1900年代 2000年~

上江用水路開削・掘り継ぎ

中江用水路開削

1573～1648　 1650～1694 1772～1781

1674～1678

客水成立
1874年（明治7）税金投入廃止
　1890年（明治23）水利組合条例制定
　　1908年（明治41）水利組合法制定
　　　1949年（昭和24）土地改良法制定

2005年（平成17）
市町村合併
　2006年（平成18）
　土地改良区合併
　（関川水系土地改良区設立）

2008年
（平成20）
合意調印

水の文化 66号　特集　地域で受け継ぐ水遺産
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と
ほ
ぼ
同
様
の
長
さ
の
上
江
用
水
路
は
、

１
５
７
３
年
（
天
正
元
）
ご
ろ
か
ら
実
に

１
３
０
年
間
も
か
か
っ
て
、
農
民
た
ち

の
手
に
よ
っ
て
掘
り
継
が
れ
た
。

　

そ
の
裏
に
は
、
農
業
用
水
を
巡
る
軋

轢
と
妥
協
の
歴
史
が
あ
っ
た
。

上
流
の
維
持
管
理
費
を

下
流
が
全
額
負
担

　

今
で
い
う
公
共
事
業
の
中
江
用
水
路

に
対
し
、
上
江
用
水
路
の
開
削
は
、
水

量
を
確
保
し
た
い
農
民
た
ち
の
自
主
的

な
発
案
で
始
ま
っ
た
民
間
事
業
で
あ
る
。

１
６
９
４
年
（
元
禄
７
）
ま
で
の
第
１
～

２
期
工
事
以
降
は
80
年
間
も
中
断
し
た
。

流
域
の
村
が
増
え
る
に
つ
れ
、
多
く
の

用
水
を
下
流
に
届
け
る
に
は
大
規
模
な

水
路
が
必
要
に
な
る
。
そ
れ
に
は
田
畑

を
削
っ
て
水
路
を
広
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
下
流
の
村
の
た
め
に
土
地
を
犠

牲
に
す
る
な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
と
上
流

の
村
が
反
対
し
、
中
断
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
嫌
が
ら
せ
な
の
か
、
上
流
の
村

が
用
水
路
の
橋
を
崩
落
さ
せ
水
流
を
止

め
た
こ
と
も
古
文
書
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
考
え
出
さ
れ
た
の
が
、
こ
の

地
域
で
「
客き
ゃ
く
す
い水」

と
呼
ば
れ
る
制
度
だ
。

上
流
部
の
村
が
用
水
路
の
拡
幅
に
土
地

を
提
供
す
る
代
わ
り
に
、
下
流
部
の
村

は
上
流
部
の
用
水
の
維
持
管
理
費
を
全

額
負
担
す
る
。
つ
ま
り
用
水
管
理
の
費

用
を
免
除
さ
れ
る
区
域
を
設
け
た
わ
け

だ
。
江
戸
時
代
の
農
民
が
編
み
出
し
た

苦
肉
の
策
、
い
や
知
恵
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
も
水
路
開
削
は
こ

と
ご
と
く
上
流
地
域
の
農
民
の
反
対
に

遭
い
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
意

を
決
し
た
の
が
下
流
域
の
大
地
主
、
下し
も

鳥と
り

冨と
み

次じ

郎ろ
う

で
あ
る
。
上
江
用
水
路
の
掘

り
継
ぎ
を
江
戸
幕
府
へ
請
願
し
た
。
道

中
、
反
対
派
の
襲
撃
に
備
え
、
近
所
に

住
む
江
戸
相
撲
の
巨
漢
力
士
・
万
力
を

用
心
棒
と
し
て
護
衛
に
つ
け
た
と
い
う
。

だ
が
、
も
と
よ
り
幕
府
と
て
水
利
権
の

申
請
を
認
め
る
に
し
て
も
、
地
方
農
民

の
い
さ
か
い
に
ま
で
介
入
す
る
故
も
益

も
な
い
。

　

客
水
に
ま
つ
わ
る
逸
話
が
伝
承
さ
れ

て
い
る
。
上
江
用
水
路
の
通
る
板
倉
地

区
の
板
倉
郷
土
史
愛
好
会
会
長
の
岡
本

郁
栄
さ
ん
が
明
か
し
て
く
れ
た
。

「
上
流
の
村
人
た
ち
が
座
敷
で
用
水
の

維
持
管
理
の
収
支
決
算
を
し
て
い
る
間
、

下
流
の
村
人
た
ち
は
土
間
の
筵む
し
ろの

上
で

正
座
し
て
待
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ

れ
が
終
わ
る
と
“
な
お
ら
い
”
す
な
わ

ち
宴
会
な
の
で
す
が
、
上
流
の
村
が
望

ん
だ
料
亭
の
仕
出
し
料
理
が
宴
席
に
並

び
、
支
払
い
は
す
べ
て
下
流
の
村
。
そ

ん
な
話
を
古
老
か
ら
お
聞
き
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
」

　

大
水
が
出
て
用
水
路
に
溜
ま
っ
た
土

砂
を
さ
ら
う
作
業
な
ど
は
上
流
の
村
人

が
す
る
の
だ
が
、
そ
の
日
当
ま
で
下
流

の
村
が
支
払
っ
た
と
い
う
。
水
を
も
ら

っ
て
い
る
立
場
の
下
流
の
村
は
、
上
流

の
村
に
頭
が
上
が
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。

　

維
持
費
用
を
負
担
せ
ず
に
上
江
用
水

を
使
う
権
利
が
あ
っ
た
客
水
の
水
田
は

約
２
０
０
ha
に
及
ん
だ
。

　

上
江
用
水
路
の
開
削
は
山
を
繰
り
抜

き
（
川か
わ
か
み
く
り
あ
な
ず
い
ど
う

上
繰
穴
隧
道
）、
川
の
下
を
通
し
（
三

丈
掘
）
と
困
難
を
極
め
た
が
、
１
７
７

２
年
（
明
和
９
）
か
ら
９
年
間
の
第
３
期

工
事
で
完
成
し
た
。
私
財
を
投
じ
た
最

大
の
功
績
者
、
下
鳥
冨
次
郎
は
上
江
北ほ
く

辰し
ん

神
社
に
祀
ら
れ
、
偉
業
を
た
た
え
る

例
大
祭
が
今
も
７
月
17
日
に
行
な
わ
れ

て
い
る
。

水利費を負担するのは誰か

関川水系土地改良区理事長の
齋藤義信さん

板倉郷土史愛好会会長の
岡本郁栄さん

関川水系土地改良区事務局長の
松橋聡さん

関川水系土地改良区総務課長の
池田康広さん

■土地改良区によるかんがい施設管理の一般的なしくみ

出典：農林水産省HP「世界のかんがいの多様性」

用水の
安定供給

排水機能
の確保

土地改良区組合員

土地改良区

賦課金による維持管理

賦課金

水路草刈り、藻刈り、土砂揚げ施設の操作、整備補修

労働の
提供
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３
世
紀
以
上
続
く
制
度
に

新
た
な
合
意
が
成
立

　

上
江
用
水
路
や
中
江
用
水
路
の
壁
面

に
は
、
地
元
の
人
が
「
ガ
ニ
穴
」
と
呼

ぶ
小
さ
な
穴
の
空
い
て
い
る
箇
所
が
多

数
あ
る
。
こ
れ
は
正
式
の
分
水
口
と
は

別
に
、
江
戸
時
代
の
農
民
た
ち
が
渇
水

期
の
非
常
用
に
内
緒
で
つ
く
っ
た
も
の

ら
し
い
。
水
位
が
下
が
る
と
見
え
て
く

る
。
国
営
事
業
で
用
水
路
を
石
積
み
か

ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
に
改
築
し
た
際

も
、
ガ
ニ
穴
は
黙
認
さ
れ
、
そ
の
ま
ま

残
っ
た
。
水
利
権
上
は
微
妙
な
問
題
だ

が
、
江
戸
時
代
か
ら
の
既
得
権
が
尊
重

さ
れ
た
格
好
だ
。

　

客
水
に
し
て
も
そ
う
で
あ
る
。
古
く

か
ら
の
水
利
組
合
に
代
わ
り
、
１
９
４

９
年
（
昭
和
24
）
の
土
地
改
良
法
制
定
で

生
ま
れ
た
土
地
改
良
区
に
は
、
か
ん
が

い
施
設
の
維
持
管
理
の
た
め
賦ふ

か課
金き

ん

の

強
制
徴
収
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
賦
課
金
が
全
額
免
除

さ
れ
る
客
水
の
制
度
は
変
わ
ら
ず
続
い

て
い
た
。

　

だ
が
、
地
域
の
土
地
改
良
区
が
合
併

し
た
関
川
水
系
土
地
改
良
区
の
成
立
に

よ
り
、
歴
史
的
な
転
機
が
訪
れ
る
。

「
古
文
書
も
有
効
だ
し
土
地
改
良
法
も

有
効
。
仮
に
上
流
と
下
流
が
係
争
し
て

も
和
解
調
停
に
な
る
、
と
い
う
の
が
弁

護
士
の
見
解
で
し
た
。
そ
こ
で
互
い
に

折
り
合
い
を
つ
け
、
新
た
な
ル
ー
ル
で

合
意
し
た
の
で
す
」
と
松
橋
さ
ん
。

　

２
０
０
８
年
（
平
成
20
）、
客
水
地
域
の

町
内
会
と
覚
書
を
交
わ
し
、
客
水
の
権

利
は
今
後
も
尊
重
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
う
え
で
、
一
般
区
域
（
客
水
地
区
以
外
の

区
域
）
の
50
％
を
基
準
に
賦
課
金
を
負
担

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

渇
水
時
の
番
水
は

上
流
と
下
流
で
交
互
に

　

関
川
水
系
土
地
改
良
区
で
は
渇
水
時

の
対
策
と
し
て
、
節
水
の
た
め
の
配
水

管
理
「
番ば
ん
す
い水

」
を
導
入
し
て
い
る
。
当

初
は
中
江
用
水
路
と
上
江
用
水
路
で
交

互
に
１
日
ず
つ
一
方
を
流
し
、
一
方
を

止
め
た
。
だ
が
、
双
方
と
も
総
延
長
が

長
い
の
で
、
渇
水
時
に
は
下
流
に
行
く

に
し
た
が
っ
て
水
量
が
減
っ
て
、
水
が

行
き
届
か
な
い
。

　

そ
こ
で
最
近
で
は
、
双
方
の
用
水
路

と
も
水
を
流
す
が
、
上
流
と
下
流
で
順

番
に
取
水
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
下

流
で
取
水
す
る
と
き
に
は
、
30
カ
所
近

く
あ
る
上
流
の
分
水
ゲ
ー
ト
を
４
名
の

「
水
配
人
」
が
夜
６
時
に
締
め
、
翌
日

の
夜
６
時
に
開
け
る
。
だ
が
、
１
０
０

ha
以
上
の
水
田
に
使
わ
れ
る
分
水
ゲ
ー

ト
も
あ
る
の
で
、
１
日
交
代
で
は
足
り

ず
、
今
で
は
２
日
交
代
に
し
て
、
あ
ま

ね
く
水
を
行
き
渡
ら
せ
て
い
る
。

「
ダ
ム
の
水
量
に
応
じ
て
『
毎
秒
何
ト

ン
で
落
と
せ
ば
何
日
間
で
使
い
切
る

か
』
が
計
算
で
き
る
の
で
、
逆
算
す
れ

ば
用
水
の
水
量
を
何
割
に
減
ら
せ
ば
よ

い
か
わ
か
り
ま
す
。
限
り
あ
る
資
源
を

上
手
に
分
配
す
る
方
法
で
す
」
と
松
橋

さ
ん
が
説
明
す
る
。

　

水
不
足
に
な
る
か
ど
う
か
は
雪
解
け

水
の
多
寡
と
降
雨
量
に
よ
る
。
日
本
海

側
は
豪
雪
地
帯
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
降

雪
が
少
な
い
と
た
ち
ま
ち
水
が
足
り
な

1板倉取水堰堤の直下にある調整池。左が関川に水を送る余
水吐き。中央が上江用水路へ、右が中江用水路へ水を送るゲー
ト 2山をくり抜く難工事だった川上繰穴隧道。この真上には工
事の安全を祈願して建立された川上権現社がある。今も毎年4
月21日に地元の人たちが例祭を執り行なう 3櫛池川をくぐるた
めに掘られた三丈掘。地上から三丈（9ｍ）の深さに掘られたこと
からこう呼ばれる 4別所川をサイフォンで横断する上江用水路
の別所川頭首工。できるだけ水を集めたいと別所川の水も取り
込むためにつくられた 5下鳥冨次郎が祀られている上江北辰
神社。偉業をたたえる例大祭が今も７月17日に行なわれている

1

2

3

4

5

水の文化 66号　特集　地域で受け継ぐ水遺産
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■渇水時に行なう「番水」のイメージ

上江用水

2日ごとに切り替え

中江用水

下流が
取水

上流が
取水

上
流

下
流

上
流

下
流

上
流

下
流

上
流

下
流

く
な
る
。
と
り
わ
け
異
常
気
象
が
多
い

昨
今
は
、
早
め
に
情
報
収
集
し
て
先
手

を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
過
去
40
年
間
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
積

雪
量
は
明
ら
か
に
減
少
傾
向
で
す
。
春

先
の
山
の
雪
解
け
水
を
利
用
し
て
笹
ヶ

峰
ダ
ム
と
野
尻
湖
の
水
を
溜
め
込
み
、

梅
雨
明
け
ご
ろ
に
な
る
と
河
川
の
自
流

は
ほ
ぼ
な
く
な
っ
て
、
例
年
、
７
月
中

旬
か
ら
下
旬
に
ダ
ム
と
湖
か
ら
放
流
が

始
ま
り
ま
す
」
と
関
川
水
系
土
地
改
良

区
総
務
課
長
の
池
田
康
広
さ
ん
は
言
う
。

　

２
０
１
６
年
（
平
成
28
）
は
例
年
に
な

く
雪
が
少
な
く
、
５
月
20
日
か
ら
放
流

が
始
ま
っ
た
。
２
０
２
０
年
（
令
和
２
）

も
同
程
度
の
積
雪
量
だ
っ
た
の
で
２
月

か
ら
農
家
に
番
水
を
予
報
し
、
あ
ぜ
の

鼠ね
ず
み
あ
な

穴
を
ふ
さ
ぐ
、
深
く
耕
し
て
稲
の
根

の
張
り
を
広
げ
る
こ
と
で
水
の
吸
収
を

よ
く
す
る
な
ど
節
水
対
策
を
促
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
、
６
月
、
７
月
と
雨
量

が
多
く
、
番
水
し
な
く
て
も
済
ん
だ
。

ス
マ
ー
ト
農
業
の
進
展
と

受
け
継
が
れ
る
水
遺
産

　

圃ほ
じ
ょ
う場
整
備
の
一
環
と
し
て
、
関
川
水

系
土
地
改
良
区
で
は
大
区
画
化
と
ス
マ

ー
ト
農
業
の
実
証
実
験
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
一
例
と
し
て
４
・
２
ha
の
超
大

区
画
圃
場
に
自
動
給
水
栓
を
設
置
し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら

遠
隔
操
作
で
バ
ル
ブ
の
開
閉
が
で
き
る
。

節
水
と
労
力
軽
減
に
な
り
、
コ
ス
ト
が

85
％
に
削
減
さ
れ

る
と
い
う
。

「
水
管
理
シ
ス
テ

ム
の
み
な
ら
ず
全

工
程
に
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
が
急
務

で
す
」
と
強
調
す
る
の
は
関
川
水
系
土

地
改
良
区
理
事
長
の
齋
藤
義
信
さ
ん
だ
。

「
重
労
働
か
ら
の
解
放
と
収
益
の
向
上

は
農
業
の
担
い
手
不
足
を
解
消
し
ま
す
。

自
動
田
植
え
機
、
ド
ロ
ー
ン
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

な
ど
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
え
ば
経
験

が
な
く
て
も
農
業
が
で
き
る
。
最
近
も
、

元
建
設
業
の
45
歳
の
方
が
興
味
を
も
っ

て
就
農
さ
れ
ま
し
た
。
う
れ
し
い
こ
と

で
す
」

　

用
水
路
の
改
修
や
、
田
ん
ぼ
に
水
を

圧
送
す
る
ポ
ン
プ
場
の
補
修
工
事
な
ど

の
発
注
も
、
土
地
改
良
区
の
仕
事
だ
。

ま
た
、
上
越
市
と
妙
高
市
の
小
学
校
か

ら
依
頼
さ
れ
「
水

の
使
い
方
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
校
外

学
習
の
見
学
会
や
、

若
手
職
員
に
よ
る
出
前
授
業
も
実
施
し

て
い
る
。

「
２
０
１
５
年
（
平
成
27
）
に
上
江
用
水

路
が
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
か
ら
、
毎
年
趣
向
を
変
え
て
見

学
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
百
数
十
名
の
参

加
者
が
あ
っ
て
好
評
で
す
。
農
業
用
水

の
歴
史
や
土
地
改
良
区
の
仕
事
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」
と
松

橋
さ
ん
は
話
す
。

　

農
業
用
水
が
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の

か
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
農
家
の
若

い
世
代
も
、
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産

登
録
や
番
水
の
告
知
な
ど
を
機
に
、
用

水
路
の
歴
史
的
価
値
と
水
資
源
の
大
切

さ
に
目
覚
め
て
い
る
と
い
う
。
ス
マ
ー

ト
農
業
の
進
展
に
合
わ
せ
、
水
遺
産
も

次
世
代
へ
受
け
継
が
れ
る
だ
ろ
う
。

（
２
０
２
０
年
９
月
17
日
取
材
）

水利費を負担するのは誰か

別所川頭首工のそばで見つけた「ガニ穴」。しっかりコンクリート
で固められている。水位が下がるとこうした小さな穴があちらこち
らに現れるという

2008年（平成20）3月26日に行なわれた合意調印式。歴史的
な転換点となった 提供：関川水系土地改良区

上江用水路の分水
ゲート。右が幹線で
左が支線。番水のと
きはここを開閉する

【広域用水路：農村】


